
『
身
延
論
叢
』
第
二
十
七
号　

編
集
後
記

　
『
身
延
論
叢
』
第
二
十
七
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

一
、
掲
載
内
容
に
つ
い
て

　

本
学
ひ
い
て
は
仏
教
研
究
の
分
野
に
お
い
て
長
年
に
渡
り
多
大
な
ご
貢
献
を
な
さ
っ
た
高
橋
堯
昭
先
生
、
望
月
海
淑
先
生
、
町
田
是
正
先
生
が
御

遷
化
な
さ
い
ま
し
た
。
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
し
て
、
本
号
で
は
本
学
学
部
長
の
池
上
要
靖
先
生
に
よ
る
追
悼
文
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
本
号
で
は
四
篇
の
学
術
論
文
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

　

庵
谷
行
亨
先
生
の
「
日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
開
袥
」
の
文
字
に
つ
い
て
」
は
、「
開
祏
」「
開
袥
」「
開
拓
」
と
表
記
揺
れ
が
見
ら
れ
る
日
蓮
遺

文
中
の
文
字
に
つ
い
て
、
真
蹟
お
よ
び
従
来
の
遺
文
集
や
解
説
書
を
参
照
し
な
が
ら
検
討
し
た
論
考
で
す
。

　

拙
論
「
日
蓮
と
食
人
」
は
日
蓮
聖
人
遺
文
に
見
ら
れ
る
食
人
行
為
に
つ
い
て
の
記
述
を
検
討
し
た
も
の
で
、
日
本
に
お
け
る
食
人
行
為
の
研
究
史

（
論
争
史
）
や
、
密
教
文
献
に
見
ら
れ
る
食
人
行
為
の
話
題
と
の
関
連
性
も
含
め
論
考
し
て
お
り
ま
す
。

　

桑
名
法
晃
先
生
の
「
本
妙
日
臨
の
「
本
化
律
」」
は
、
草
山
教
学
の
大
成
者
と
さ
れ
る
本
妙
日
臨
の
「
本
化
律
」
を
取
り
上
げ
て
考
究
し
、
近
世
戒

律
運
動
の
中
に
お
け
る
日
蓮
宗
の
戒
律
を
め
ぐ
る
問
題
、
そ
の
展
開
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
す
。

　

槇
殿
伴
子
先
生
の
「『
マ
ニ・

カ
ン
ブ
ン
』
に
お
け
る
観
自
在
菩
薩
の
「
六
字
真
言
成
就
法
」
―
ソ
ン
ツ
ェ
ン
ガ
ン
ポ
王
の
伝
統
に
よ
る
「
実
践

指
南
口
伝
」（dm
ar khrid zhal gyi gdam

s pa

）
―
（
分
科
と
試
訳
）」
は
、
如
来
蔵
思
想
史
の
再
構
築
の
手
が
か
り
と
な
る
文
献
資
料
の
提
示

を
試
み
る
べ
く
、
古
代
チ
ベ
ッ
ト
王
ソ
ン
ツ
ェ
ン
ガ
ン
ポ
の
遺
言
書
と
し
て
知
ら
れ
る
埋
蔵
経
『
マ
ニ・

カ
ン
ブ
ン
』
の
「
成
就
巻
」
第
一
章
「
六

字
真
言
成
就
法
」
の
分
科
と
試
訳
を
行
い
、
同
書
に
お
け
る
心・

仏
性・

空
性
の
関
係
を
考
察
し
た
論
文
で
す
。
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二
、
事
務
局
便
り
（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スseishin@

m
in.ac.jp

）

①
入
会
案
内　

入
会
を
ご
希
望
の
方
は
「
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
会
則
」
を
お
読
み
の
上
、
事
務
局
（
庶
務
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
メ
ー
ル

添
付
に
て
「
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
入
会
申
込
書
」
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
）。

②
購
入
案
内　
『
身
延
論
叢
』
及
び
『
棲
神
』（
第
二
十
八
号
以
降
）
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
を
ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局
（
会
計
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

③
原
稿
募
集　

投
稿
を
ご
希
望
の
方
は
「『
身
延
論
叢
』
投
稿
規
定
」
を
お
読
み
の
上
、
編
集
委
員
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

⑴
応
募
期
限　

原
稿
の
種
類・

題
目
を
七
月
末
日
ま
で
に
編
集
委
員
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

⑵
投
稿
締
切　

投
稿
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
が
、
最
終
締
め
切
り
は
十
月
末
日
（
厳
守
）
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

末
筆
で
す
が
、
仏
教
研
究
の
更
な
る
発
展
と
向
上
を
期
し
ま
し
て
、
本
号
の
編
集
後
記
と
い
た
し
ま
す
。

�

編
集
委
員　

岡
田
文
弘
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